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町道 星が丘注連掛線

家屋

至 星が丘

国道142号

断 面 図 S=1:100側 面 図 S=1:200

補修工一般図

注連掛橋

平 面 図 S=1:200

補修工一般図

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者調査会社

測量会社

設計会社

照

査

縮

尺

設

計

番

号

長

町 課

長

株式会社

アンドー
平林 康成

小坂 祐司
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町道 星が丘注連掛線

下諏訪町東町上

下 諏 訪 町 役 場

令和3年度 社会資本整備総合交付金事業

図示

注連掛橋橋梁補修工事

注連掛橋一級河川 砥川

桁長=27500

支間長=26900

橋長=27600

A1 A2

橋長=27600

6420

3
50

35
0

5
5
0

3
00

3
0
0

3
00

3
0
0

7
20

A1

A2

桁長=27500

支間長=26900

補修部位

橋梁補修工一覧表
工 種 種 別 細 別 備 考

橋面舗装

地 覆

橋

防護柵

桁

伸縮装置

排水装置

工

工

支 承

塗替え塗装工 RC-Ⅲ塗装系 素地調整3種

伸縮装置取替工 ゴム製ジョイント

橋面防水工 塗膜系防水材

舗装打替工 改質Ⅱ型密粒度As13F t=4cm

塗替え塗装工 RC-Ⅲ塗装系 素地調整3種

塗替え塗装工 RC-Ⅲ塗装系 素地調整3種

ひび割れ注入工 エポキシ樹脂系注入材

ひび割れ充填工 可とう性エポキシ樹脂

断面修復工(左官工法) ポリマーセメントモルタル

部分取替工

排水管取替工

塗替え塗装工 RC-Ⅲ塗装系 素地調整3種床 版

沓座モルタル補修工

断面修復工(左官工法) ポリマーセメントモルタル

ひび割れ注入工 エポキシ樹脂系注入材

ひび割れ充填工 可とう性エポキシ樹脂

躯体工

表面保護工
セメント結晶生成系

コンクリート改質材

350

50

350

50

350350

50 50

下部工補修工

躯体工：ひびわれ注入・充填工

表面保護工

下部工補修工

躯体工：断面修復工

(PCM左官工)

床版補修工

塗替え塗替工(RC-Ⅲ塗装系)

橋面補修工

橋面防水工(塗膜系防水材)

舗装打替工(改質Ⅱ型密粒度As13F t=40mm)

伸縮装置補修工

伸縮装置取替工

(ゴム製ジョイント)
排水装置補修工

排水桝設置工

排水管取替工

排水桝設置工 ステンレス製

ステンレス製 φ150mm

面

工

体

橋

部

下

無収縮モルタル

起点側

終点側

1
2
00

地覆補修工

断面修復工(PCM左官工)

ひびわれ注入・充填工

350 5020 350

5720

防護柵補修工

塗装塗替工(RC-Ⅲ塗装系)

部分取替工

桁補修工

塗替塗装工(RC-Ⅲ塗装系)

支承補修工

塗替塗装工(RC-Ⅲ塗装系)

沓座モルタル補修工

300 1860 300 1860 300

地覆補修工

断面修復工(PCM左官工)

ひびわれ注入・充填工

防護柵補修工

塗装塗替工(RC-Ⅲ塗装系)

部分取替工

桁補修工

塗替塗装工(RC-Ⅲ塗装系)

支承補修工

塗替塗装工(RC-Ⅲ塗装系)

沓座モルタル補修工

300 1860 300 1860 300 1810 300

350 7300 350

8000

橋面補修工

橋面防水工(塗膜系防水材)

舗装打替工(表層：改質Ⅱ型密粒度As13F t=40mm)

宮坂 北澤 西村 野村

実 施 図

令和3年度 社会資本整備総合交付金事業 注連掛橋橋梁補修工事
町道 星が丘注連掛線 下諏訪町 東町上

橋梁補修工 L=27.6m W=5.7～8.0m
橋面・橋体・下部補修工 1式

令和3年度 社会資本整備総合交付金事業 注連掛橋橋梁補修工事
町道 星が丘注連掛線 下諏訪町 東町上

橋梁補修工 L=27.6m W=5.7～8.0m
橋面・橋体・下部補修工 1式



橋面補修工図

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者調査会社

測量会社

設計会社
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査

縮

尺

設

計

番

号

長

町 課

長

株式会社

アンドー
平林 康成

小坂 祐司
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町道 星が丘注連掛線

下諏訪町東町上

下 諏 訪 町 役 場

図示

注連掛橋一級河川 砥川

橋面補修工図
注連掛橋

仕切弁

一
級
河
川

砥
川

平 面 図

橋長=27600

5870

57
2
0

50
2
0

A1

A2

桁長=27500

支間長=26900 350350

50 50

8
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0
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0
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5
0

7
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0
35

0

3
5
0

3
50

21270 5630

導水パイプφ18

L=66.96m

排水ドレーン

排水ドレーン

排水ドレーン

導水部詳細図

舗装打替工

改質Ⅱ型密粒度As13Ft=40mm

塗膜系防水材・導水パイプ・排水ドレーン

舗装：

A=5.020×21.270+(5.020+7.300)×5.630÷2=141.46㎡

防水層：

A=5.020×21.270+(5.020+7.300)×5.630÷2=141.46㎡

排水ドレーン構成図

S=1:10

S=1:10

排水ドレーン(標準部) S=1:20 排水ドレーン(A2下流側) S=1:20舗装端部詳細図 S=1:2

道路センター詳細図

N=3箇所 N=1箇所

断 面 図S=1:100 S=1:50

固定バンド詳細図 S=1:5

排水ドレーン

防水層設置面を平滑に仕上げてから施工を行うこと。

3.本図は、復元したものであるため、施工時に検測を行うこと。

4.既設舗装面撤去に当り、床版に損傷を与えないよう注意すること。

5.縦横断勾配を確認し、適切に排水を行うこと。排水に課題がある場合は、別途監督員と協議すること。

2.舗装仕上り高は現況橋面高に合わせる。

6.排水ドレーン設置箇所は鉄筋探査を行い、既設床版の鉄筋を切断しないように削孔すること。

7.橋面防水の施工において片側車線毎に実施する場合は、防水層は道路センター付近で20㎝以上を重ね合わせて設置すること。

※ 1.橋面防水施工時に床版上面に損傷が確認された場合は、断面修復等による補修を行い、

8.現地状況を計測、確認の上、図面と相違がある場合には、監督員と協議の上設計変更にて対応すること。

350

地覆

車道

勾
配

勾
配

導水パイプφ18mm

新設排水桝

新設排水管に

φ30の孔を穿孔し、

導水パイプを接続

200以上重ねる※7

4
0

道路CL

改質Ⅱ型密粒度As13F

床版

地覆

塗膜系防水材

導水パイプφ18mm

床版

改質Ⅱ型密粒度As13Ft=40mm

40

成型目地材

ゴムパッキン（本体に含む）

0.27kg接着用樹脂

40.0×80

φ34.0×90

φ42.7×60

(1箇所当たり)

数量 備 考

樹脂製

鋼管（亜鉛メッキ仕上げ）

鋼管（亜鉛メッキ仕上げ）

寸 法

3

2

5

1 鋼管（亜鉛メッキ仕上げ）キャップ付(φ60×2.3t)

普通鉄板

部 品

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

吊り金具（本体に含む）

φ34.0×35

スプリングフィルター（SUS304）目詰まり防止フィルター（本体に含む）

材料表

1

2

1

1

1

1

1

1

(推定)

標準部 L=3.0m、A2下流側 L=3.0mフレキシブルチューブ

標準部 N=3個、A2下流側 N=5個 （20A SUS430）固定バンド

φ25 1

3(5)

コア抜きφ100

コア抜きφ50

φ60

20

4
0

3
0

2
0

5
0

10
16

0

吊り金具

目詰り防止材

5

ゴムパッキン
フレキシブルチューブ

接着用樹脂注入

2

1

3

2

8
0

5
3
27

5

40

フレキシブルチューブ

（外径φ25樹脂製）

φ42.7
φ34.0

伸縮装置

フレキシブルチューブφ25

L=3.0m

固定バンド

N=3個

50 伸縮装置

フレキシブルチューブφ25

L=3.0m

固定バンド

N=5個

50

A1側

350 5020 350

5720

300

1860

300

1860

300

40

舗装打替工

改質Ⅱ型密粒度As13Ft=40mm

塗膜系防水材・導水パイプ・排水ドレーン

(下流) (上流)

A2側

300

1860

300

1860

300

1810

300

350 7300 350

8000

40

舗装打替工

改質Ⅱ型密粒度As13Ft=40mm

塗膜系防水材・導水パイプ・排水ドレーン

(下流) (上流)

フレキシブルチューブ

固定バンド

（20A SUS430）
アンカー

宮坂 北澤 西村 野村

実 施 図

令和3年度 社会資本整備総合交付金事業
注連掛橋橋梁補修工事

（0.27×4=1.08kg）

（3+1=4本）

（3×3+5×1=14組）



地覆補修工図

注連掛橋 S=1:50

上流側外面

下流側内面

上流側上面

上流側内面

下流側上面

下流側外面

A1 A2

A1 A2

１
２

3 4

5

8
7

9 11

12

10 13 14 15 16 18

19 20 21
22 23 25 2624 28 29 30

32

31

33

34

1

幅 長さ 深さ

0.6 1000 10

2 0.5 750

3 0.1 1400

4

1.0 10505

0.1 6506

0.1 8507

0.1 4008

0.1 310

(mm)

10

10

10

10

10

10

10

6

9

0.1 1250 1010

0.1 65011

0.1 60012

0.1 35013

0.8 120014

0.6 110015

0.5 120016

0.6 850

10

10

10

10

10

10

1017

0.5 450 10

19 0.2 1000

20 0.2 1100

21 0.5 1900

22 1.0 1900

23 0.9 1900

24 0.95 1300

25 1.1 1100

10

10

10

10

10

10

10

0.1 1400 10

18

17

26 1.0 1900 10

27 1.0 1900

28 1.0 1900

29 1.0 1200

30 0.5 550

31 1.0 1450

32 0.9 1750

33 1.2 1800

10

10

10

10

10

10

10

34 0.5 720 10

27
③-4断面欠損300×500×50

③-3断面欠損300×100×10

③-1断面欠損300×100×10

③-2断面欠損300×100×80

:ひび割れ補修工（低圧注入工法）

:断面修復工（PCM左官工法）

:ひび割れ補修工（充てん工法）

①

②

③

:断面修復工（PCM吹付工法）④

:付着物除去工（下地処理）⑦

:モルタル充填工法⑥

:断面修復工（コンクリート打設）⑤

:表面保護工（無機質セメント結晶生成材）⑧

:橋面防水工（無機質セメント結晶生成材）⑨

:塗替え塗装工（RC-Ⅲ塗装系）⑩

補 修 工 凡 例

① - 1

管理番号

延べ施工量 = 0.012 m

合 計
3

0.012

③-1 300 100 10 0.001

幅

W(mm)

長さ

L(mm)

深さ

D(mm)
No. 損傷種別

施工量

V(m )
3

断面欠損

③-2 300 100 80 0.002断面欠損

③-4 300 500 50 0.008断面欠損

③-3 300 100 10 0.001断面欠損

工種

①-1

①-2

①-3

①-4

②-1

①-5

①-6

①-7

①-8

①-9

①-10

①-11

①-12

①-13

①-14

①-15

①-16

①-17

①-18

①-19

①-20

②-2

①-21

①-22

②-3

①-23

①-24

①-25

②-4

②-5

②-6

②-7

②-8

②-9

幅

①-1 0.60 1000 10 6.00

W (mm)

長さ

L (mm)

深さ

D (mm)

注入量

V (ml)

重量(V×比重)

w' (g)

6.90

開口ひびわれ注入量

No. 注入器の数

@ 250

注入器1本当り

使用量 (g)

(ロス率含む)

注入材使用量

w (g)

(ロス率含む)

1.99

ひび割れ補修工（低圧注入工法）

（使用材料：エポキシ樹脂系注入材）
エポキシ樹脂比重＝ 1.15 とする

注入材ロス率＝ 1.15 とする

延べ施工量 = 24.63 m

注入材使用量 = 149.21 g = 0.149 kg

シール材 = 2512.26 g = 2.512 kg

低圧注入器具 = 108 個

合 計 24.63

4

129.29

幅30mm× 厚2mm× 施工延長 24.63m ×比重 1.7 =

m 108

7.96

149.21

①-2 0.50 750 3.75 4.31 1.663 4.9810

①-3 0.10 1400 1.40 1.61 0.316 1.8610

①-4 0.10 1400 1.40 1.61

0.29

6 1.8610

①-5 0.10 650 0.65 0.75

0.29

3 0.8710

①-6 0.10 850 0.85 0.98

0.27

4 1.1610

ひび割れ補修範囲

幅

120.75

W (mm)

長さ

L (mm)

深さ

D (mm)

重量(V×比重)

w' (g)

164.22

開口ひびわれ 充てん材使用量

w (g)

(ロス率含む)

延べ施工量 = 14.20 m

充てん材使用量 = 2665.05 g = 2.665 kg

合 計 14.20 2665.05

197.06

2220.68m

ひび割れ補修工（充てん工法）
（使用材料：可とう性エポキシ樹脂） エポキシ樹脂比重＝ 1.36 とする

充てん材ロス率＝ 1.20 とする

※ ひび割れのUカット断面は、 A= 115 mm2（平均）とする

充てん量

V (ml)

(A×L)No.

②-1 1.00 1050 10

②-2 218.50 297.16 356.591900 10

②-3 126.50 172.04 206.451.10 1100 10

②-4 218.50 297.16 356.591900 10

②-5 218.50 297.16 356.591900 10

②-6 218.50 297.16 356.591900 10

②-7 138.00 187.68 225.221200 10

②-8 166.75 226.78 272.141450 10

②-9 207.00 281.52 337.821800 10

400 0.40 0.46

0.21

2 0.5410

310 0.31 0.36

0.34

2 0.4210

1250 1.25 1.44

0.29

5 1.7010

650 0.65 0.75

0.27

3 0.8710

600 0.60 0.69

0.23

3 0.8110

0.10 350 0.35 0.40

2.54

2 0.4610

0.80 1200 9.60 11.04

1.75

5 12.7010

0.60 1100 6.60 7.59

1.59

5 8.7510

0.50 1200 6.00 6.90 5 7.9510

0.60 850 5.10 5.87 1.694 6.7610

0.50 450 2.25 2.59 1.492 2.9810

0.20 1000 2.00 2.30 0.674 2.6810

0.20 1100 2.20 2.53 0.595 2.9510

0.50 1900 9.50 10.93 1.588 12.6410

0.90 1900 17.10 19.67 2.838 22.6410

0.95 1300 12.35 14.20 2.736 16.3810

0.50 550 2.75 3.16 1.223 3.6610

0.90 1750 15.75 18.11 2.987 20.8610

0.50 720 3.60 4.14 1.593 4.7710

①-7

①-8

①-9

①-10

①-11

①-12

①-13

①-14

①-15

①-16

①-17

①-18

①-19

①-20

①-21

①-22

①-23

①-24

①-25

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.20

0.10

0.10

0.10

0.10

0.10

0.31

凡例

ひび割れ

断面欠損

鉄筋露出

ひび割れ

遊離石灰

W幅-L長さ-D深さ

W幅×L長さ

開口なし

補修跡

腐食

変形

豆板（ｼﾞｬﾝｶ）

現場試験

漏水

うき

ｺﾝｸﾘｰﾄの表面劣化

その他の損傷

断面修復工（PCM左官工法）

（使用材料：ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理：無

地覆補修工図

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者調査会社

測量会社

設計会社

照

査

縮

尺

設

計

番

号

長

町 課

長

株式会社

アンドー
平林 康成

小坂 祐司
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町道 星が丘注連掛線

下諏訪町東町上

下 諏 訪 町 役 場

S=1:50

注連掛橋一級河川 砥川

3
0
0

3
5
0

1
2
0

1
20

3
50

3
0
0

宮坂 北澤 西村 野村

実 施 図

令和3年度 社会資本整備総合交付金事業
注連掛橋橋梁補修工事



防護柵補修工図

注連掛橋 S=1:50

下流側

外面

下流側

内面

上流側

内面

上流側

外面
121314 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

321 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

121314 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

321 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

凡例

ひび割れ

断面欠損

鉄筋露出

ひび割れ

遊離石灰

W幅-L長さ-D深さ

W幅×L長さ

開口なし

補修跡

腐食

変形

豆板（ｼﾞｬﾝｶ）

現場試験

漏水

うき

ｺﾝｸﾘｰﾄの表面劣化

その他の損傷

4000

:ひび割れ補修工（低圧注入工法）

:断面修復工（PCM左官工法）

:ひび割れ補修工（充てん工法）

①

②

③

:断面修復工（PCM吹付工法）④

:付着物除去工（下地処理）⑦

:モルタル充填工法⑥

:断面修復工（コンクリート打設）⑤

:表面保護工（無機質セメント結晶生成材）⑧

:橋面防水工（無機質セメント結晶生成材）⑨

:塗替え塗装工（RC-Ⅲ塗装系）⑩

補 修 工 凡 例

① - 1

管理番号

□114

清掃・水洗い

素地調整 3種ケレンB

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

Rc-Ⅲ塗装系

下塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

下塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

中塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗

上塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

下塗

200g/㎡

(200g/㎡)

140g/㎡

120g/㎡

200g/㎡

塗替塗装面積：ガードレール

上流側

0.41×27.50×2 = 22.55㎡

Σ= 30.72㎡

ビーム

笠木

支柱

(0.05×2+0.15)×26.30 = 6.58㎡

(0.114×4×0.92)×14本 = 5.87㎡

ガードレール部分取替工(ビーム)

ガードレール部分取替工(笠木)

L=4.00m

L=4.00m

⑩-1ガードレール塗替塗装工

ビーム L＝27.50m

笠木=26.30m

下流側

0.41×(27.50-4.00)×2 = 19.27㎡ビーム

笠木

支柱

(0.05×2+0.15)×(26.30-4.00） = 5.58㎡

(0.114×4×0.92)×14本 = 5.87㎡

側面図

22×40
18×24

18×24

2.3

3
5
0

50200200200

170 2000 2000 160

4330

ビーム S=1:10
笠木 S=1:10

7
5

75

1
5
0

1
5
0

5099200 1800180099

3998

断 面 図 S=1:25

3
5
0

5
06

1
00

350

9
20

4
1
4

笠木部分取替工(笠木)

部分取替工(ビーム)

L=0.41m※CAD計測

L=0.25m

Σ= 35.00㎡

上流+下流Σ= 65.72㎡

⑩-2ガードレール塗替塗装工

ビーム L＝23.50m(27.50-4.00)

笠木=22.30m(26.30-4.00)

下流側

ビーム(箇所)

L=4.0m

合 計

位置

ガードレール部分取替工

笠木 N(箇所)

L=4.0m

1 箇所

1 1

1 箇所

防護柵補修工図

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者調査会社

測量会社

設計会社

照

査

縮

尺

設

計

番

号

長

町 課

長

株式会社

アンドー
平林 康成

小坂 祐司

174

町道 星が丘注連掛線

下諏訪町東町上

下 諏 訪 町 役 場

図示

注連掛橋一級河川 砥川

平面図 S=1:100

A1

A2

橋長=27600

桁長=27500

支間長=26900 350350

50 50

支柱間隔13@2000=26000750 750

6420

21500

部分取替工 4000

宮坂 北澤 西村 野村

実 施 図

令和3年度 社会資本整備総合交付金事業
注連掛橋橋梁補修工事

( )鋼材露出部のみ



伸縮装置補修工図(参考図)
S=1/150配 置 図

105
±17.5

12
0

12
0

YMF-35R型

150 90

250

9
0

350 50 390

3
0以

上

5.02 m合計

伸縮装置取付工事材料表

接 着 剤

接 着 剤

バックアップ材 ウレタンフォーム 100×50

注入目地材 シール材 50×20×1824 1.8

m1.8

47.0 kg

m0.434

2 本

720×120×5020
3

95×90×1800YMF-20R型

超速硬コンクリート後打ち材

摘 要数 量

12-D16×2510

寸 法

E1-1

種 類

補強鉄筋

材 料 名

2 本95×90×710

プライマー No.40

ハマタイト A・862B

誘導板：90°取付け

g 最小ロット500

g

ゴムジョイント

160後施工アンカー D筋アンカー D16 本

最小ロット100

誘導板：@300

後打ち材

90°取付け

EJ-1

A1
F

YMF-20R型

29.8 kg4-D16×4780E1-2

76.8 kg合計

アスファルト舗装

桁 側

橋台側

＠300

誘導板：@300

±1095

YMF-20R型

後打ち材

E1

150 85

12
0

12
0

D16

9
0

90°取付け

370 50 350

3
0以

上

桁 側橋台側

250

A2
M

E1
-1 D16

横 断 面 図 S=1/30

15085 15090

取 付 断 面 図
A2

後施工アンカー D16

＠300

後施工アンカー D16

E1
D16

※ 伸縮装置の切断寸法及び切断角度は現地実測結果を反映して決定する。

EJ-2

地覆部止水工詳細図 S=1/10

350
注入目地材

2
0

5
0

接着剤

50

バックアップ材

YMF-35R型

平 面 図 S=1/30
A2

桁 側

橋台側

A1

注入目地材

バックアップ材

取 付 断 面 図
A1

橋台側桁 側

※（ ）内は A2 部の寸法を示す。

7.285 m合計3 本105×90×1800YMF-35R型

1 本105×90×710誘導板：90°取付け

1 本105×90×1175

m0.647740×120×7285
3

m1.081
3

合計

CL

橋長 27600

5
7
20

350 5020 350

350 7285 374

桁長 2750050 50

8
0
09

5720

10
0

1
00

2510 2510

2510 4775

8009

YMF-20R型

YMF-35R型

CL

CL

1
00

1
00

710 2@1800=3600 710

3505020350

710 3@1800=5400 1175

350 7285 374

E1
-1 D16

後施工アンカー

YMF-20R型

E1
-2 D16 後施工アンカー

YMF-35R型

CL

CL

90°0' 90°0'

横 断 面 図 S=1/30
A2

平 面 図 S=1/30
A1

350（374）

20
5
0

1
0
0

1
00

E1

補強鉄筋加工図

12-D16×2510-1

E1
4-D16×4780-2

2510・4775

69°11'
90°0'

90°0'

右69°切断

L

砥川

注連掛橋

伸縮装置補修工図

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者調査会社

測量会社

設計会社

照

査

縮

尺

設

計

番

号

長

町 課

長

株式会社

アンドー
平林 康成

小坂 祐司
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町道 星が丘注連掛線

下諏訪町東町上

下 諏 訪 町 役 場

図示

注連掛橋一級河川 砥川

宮坂 北澤 西村 野村

実 施 図

令和3年度 社会資本整備総合交付金事業
注連掛橋橋梁補修工事

(参考図)



1
55

0

1
55

0

8
80

排水装置補修工図(1)
注連掛橋

A1・A2標準部断面図 S=1:20

既設排水管撤去 新設排水管設置

A2下流側断面図 S=1:20

既設排水管撤去 新設排水管設置

排水装置補修工図(1)

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者調査会社

測量会社

設計会社

照

査

縮

尺

設

計

番

号

長

町 課

長

株式会社

アンドー
平林 康成

小坂 祐司

176

町道 星が丘注連掛線

下諏訪町東町上

下 諏 訪 町 役 場

図示

注連掛橋一級河川 砥川

砥
川

補修箇所

PIPE1

設置箇所図 1：200

補修箇所

PIPE1

補修箇所

PIPE1

補修箇所

PIPE2

A1

A2

既
設

排
水

管
1
1
68

既設排水管撤去

SGP100A(推定)

285

既
設

排
水

管
1
1
68

285

既設排水管撤去

SGP100A(推定)

上流側下流側

1
2
00

2
00

既設添架管

20
0
以

上

285 285

取付金具T1

取付金具T1

取付金具T1

取付金具T1

TS-PIPE

P1

TS-PIPE

P1

桝接続接手RD-J 桝接続接手RD-JTSDR-CATSDR-CA

上流側下流側

20
0
以

上

1
2
00

2
00

既設添架管

2
00

以
上

455

取付金具T2

取付金具T2

TS-PIPE

P2

桝接続接手RD-JTSDR-CA

5
3
0

20
0

下流側

既
設

排
水

管
1
16

8

既設排水管撤去

SGP100A(推定)

455

5
3
0

20
0

下流側

宮坂 北澤 西村 野村

実 施 図

令和3年度 社会資本整備総合交付金事業
注連掛橋橋梁補修工事



桝接続継手詳細

RD-J φ152用

製作数=4

S=1:2

165

本体EPDM

5
0

バンド(SUS304)

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

3.SS400は全て溶融亜鉛メッキ

(JISH86412種 HDZ55)仕上げを行う。

但し、ボルト類はHDZ35とする。

4.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し

耐食性向上の措置を講じる。

5.現地調査にて寸法確定後製作する。

排水装置補修工図(2)
注連掛橋

高気密ステンレス排水管詳細図

TS-PIPE1P1(2)

制作数=3(1)

880

L1

1550P1

P2

n

3

1

内径150

外径152

8
4

t=0.5

2
5
045.0°

t=1.2

止水処理

1.5

6

L
1

φ
150

2-PL100x6x385(SS400)

1-PL100x6x340(SS400)

1-PL100x6x80(SM400A)

6-BNM12x45(SS400)

2-EPDM100x3x230

455

455

4-φ14x30長孔(PL側)

80

2
5

50
2
5

1
0
0

20

30

2-φ14孔

30

30

340

340

4-φ14孔(バンド側)

2
5

50
2
5

1
0
0

30 30 10 30 30

60 170 70

300

内側EPDM貼付(t=3.0)

6
6 φ

15
8

80

※桁溶接 80

25
5
0

2
5

10
0

30 ※桁溶接

2-φ14孔

※桁付きPL

2-PL100x6x385(SS400)

1-PL100x6x170(SS400)

1-PL100x6x80(SM400A)

6-BNM12x45(SS400)

2-EPDM100x3x230

285

285

4-φ14x30長孔(PL側)

80

25
5
0

25

1
00

20

30

2-φ14孔

30

30

170

170

4-φ14孔(バンド側)

25
5
0

25

1
00

30 30 10 30 30

60 170 70

300

内側EPDM貼付(t=3.0)

6
6 φ

15
8

80

※桁溶接 80

2
5

50
2
5

1
0
0

30 ※桁溶接

2-φ14孔

※桁付きPL

S=1:5

取付金具詳細図

T1

製作数=6

S=1:5

取付金具詳細図

T2

製作数=2

1-本体 EPDM

1-締付バンド

1-径合わせゴム EPDM

排 水 桝

(TSDR-CA)

114

30

20

4
0

80

2-φ12孔

2-M10アンカーボルト

2-M10全ネジボルト(2-N,2-W)

既設管

アンカーブラケット

6
94

50
50

102

114

6
94

102

S=1:5

制作数=4

排水装置補修工数量表

名 称 数 量種 類 摘 要

高気密ステンレス排水管 SUS304 φ150 t=1.2mmP1 目皿,寸切りボルト含む

単位

3箇所

取付金具 T1 B.N.アンカー含むSUS304 3箇所

高気密ステンレス排水管 SUS304 φ150 t=1.2mmP2 目皿,寸切りボルト含む1箇所

取付金具 T2 B.N.アンカー含むSUS304 1箇所

箇所

箇所

4

4

排水桝

桝接続継手

SUS304

φ152用 締付バンド・径合わせゴム含む

全ネジB・アンカー含む
排水装置補修工図(2)

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者調査会社

測量会社

設計会社

照

査

縮

尺

設

計

番

号

長

町 課

長

株式会社

アンドー
平林 康成

小坂 祐司

177

町道 星が丘注連掛線

下諏訪町東町上

下 諏 訪 町 役 場

図示

注連掛橋一級河川 砥川

宮坂 北澤 西村 野村

実 施 図

令和3年度 社会資本整備総合交付金事業
注連掛橋橋梁補修工事



上フランジ 6420

上流側側面図

平面図

下流側側面図

A1 A2

A2A1

A1 A2

A2

塗替塗装工図(1)

注連掛橋

S=1:100G1主桁

G2主桁

上流側側面図

平面図

下流側側面図

G3主桁

上流側側面図

平面図

下流側側面図

G4主桁

上流側側面図

平面図

下流側側面図

清掃・水洗い

素地調整 3種ケレンB

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

Rc-Ⅲ塗装系

下塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

下塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

中塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗

上塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

下塗

200g/㎡

(200g/㎡)

140g/㎡

120g/㎡

200g/㎡

部位 記号 部材
幅

(mm)

長さ

(mm)
面数 部材数

塗装面積

(㎡)
摘要

PL主桁(G1～G3) 284 27500 1 3 23.43

32

1136

284

32

466

1136

1136 270

5050

1100

2 3

2

1

2

2 1

2 1

2 1

5.28

187.44

23.43

5.28

4.71

1.77

0.61

284 6610 1 1 1.88

塗替塗装面積合計 337.28 ㎡∑A=

主桁・横桁 塗替塗装工(Rc-Ⅲ塗装系) 面積集計表

※主桁部材は、現地計測からの推定である。

PL Stiff-100×9×1136 100 1136 2 96 21.81

9 1136 1 96 0.98

330 700 1 3.64

9 0.16

100 0.19

9 0.01

100 100 2 0.01

9 100 1 0.01

700

466

466

1

2

1

25

25

2

2

[ 300 2100 1 7.56

1

1

12

90 4.54

81 4.08

2100

2100

2

2

12

12

G4(標準部)

Stiff-80×330×9×700

Stiff-100×9×466

PL

PL

[-300×90×9×13

32 6610 2 1 0.42

Stiff-100×9×100PL

端部(C6-3・G4側)

300 2050 1

300

90

1894

2050

1

2

NET0.71

1

1

1

0.62

0.57

0.37

[

300 1944 1 7.0012

27500

30
0

455

1420

455

27500

3
0
0

27500

30
0

下フランジ 6610

3
00

16
1
6

1
6

1
6

5
3
0

1
2
00

50501100270

G4(変化部)

G4(標準部2)

標準部(C1-1～C6-2)

端部(C6-3・G4側)

27500

27500

27500

27500

3

3

3

250 700 1 2.1925

81 2050 2 1 0.33

284 1 1.826420 1

32 2 0.416420 1

NET0.63

NET0.50

NET0.50

S=1:100

S=1:100

S=1:100

[-300×90×9×13

L-flg-300×32×6610

WebPL-1136×16×27500

L-flg-300×32×27500

U-flgPL-300×32×27500

U-flgPL-300×32×6420主桁(G4)

WebPL-466×16×5050

WebPL-1136×466×16×1100
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主桁(G4)

横桁

300 1 24.7527500 3L-flg-300×32×27500 下面

上面
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90

300 6610 1 1 1.98L-flg-300×32×6610 下面

上面

塗替塗装工図(1)
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床版塗装面積

(標準部)21.500×(1596÷1000)×5.720=196.28

(変化部) 6.000×(1596÷1000)×(5.720+8.000÷2)=93.09
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令和3年度 社会資本整備総合交付金事業
注連掛橋橋梁補修工事

( )鋼材露出部のみ



注連掛橋

塗替塗装工図(2)
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40

310

正面図

平面図
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沓座モルタル施工範囲図

410

2
5

20
80

solePL

200×250×20

アンカーボルト

M27

側面図

200

80ピンチプレート

支承本体(斜線部)

A=0.01㎡

(CAD計測)

塗装面積：支承

アンカーボルト(頭部)

ソールプレート

((π×0.044×0.017)+(π×0.022^2))×1本

0.200×0.250+(0.200+0.250)×0.020×2

ピンチプレート (0.100×2+0.080)×0.025

支承本体 0.02㎡×2面+0.01㎡×2面+0.03㎡

= 0.01㎡

= 0.07㎡

= 0.01㎡

= 0.09㎡

Σ= 0.18㎡/1支承

Σ= 1.26㎡/7支承

清掃・水洗い

素地調整 3種ケレンB

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

Rc-Ⅲ塗装系

下塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

下塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

中塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗

上塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

下塗

200g/㎡

(200g/㎡)

140g/㎡

120g/㎡

200g/㎡

S=1:5

100

solePL

200×250×20
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0
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solePL
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60

ピンチプレート

アンカーボルト

M27
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塗替塗装工図(2)
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図示

注連掛橋一級河川 砥川

A1

砥
川

橋長=27600

桁長=27500

A2

補修箇所

A1-G1

補修箇所

A1-G2

補修箇所

A1-G3

補修箇所

A2-G1

補修箇所

A2-G2

補修箇所

A2-G3

補修箇所

A2-G4

沓座モルタル補修工・位置図

宮坂 北澤 西村 野村

実 施 図

令和3年度 社会資本整備総合交付金事業
注連掛橋橋梁補修工事

( )鋼材露出部のみ



注連掛橋

沓座モルタル補修工図

橋座～桁下面(H)
備 考位 置

沓座モルタル集計表

体積最大 (h)

沓座ﾓﾙﾀﾙ高

0.0049A1橋台 G1-G3

（単位：mm）

120 70

型枠面積

0.11

沓座モルタル設置1

沓座モルタル施工体積V=h×0.07m2

沓座モルタル施工型枠面積A=(0.51+0.25)×2×h

正面図

平面図

7
0

41050 50

510

沓座モルタル

(無収縮モルタル)

A=0.07m2

2
5
0

50
1
5
0

5
0

沓座モルタル

（無収縮モルタル）

G1-G4 120 70 0.0049 0.11A2橋台

沓座モルタル施工手順

準備工

チッピング・橋座清掃

型枠設置

無収縮モルタル打設

養生

後片付け、清掃

位置図S=1:5

（１橋当り）

規 格 単位 備 考
1箇所当り

種 別

数量表

チッピング

無収縮モルタル

型枠

0.07

0.0049

0.11

数 量

合計(7箇所)

0.49

0.0343

0.77

m2^;

m3^;

m2^;

σck=24N/mm2^;以上

沓座モルタル施工範囲図 S=1:200

55 410 55

520

チッピング

（1箇所当り）

12
0

沓座モルタル補修工図
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査

縮

尺

設

計

番

号

長

町 課

長

株式会社

アンドー
平林 康成

小坂 祐司
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町道 星が丘注連掛線

下諏訪町東町上

下 諏 訪 町 役 場

図示

注連掛橋一級河川 砥川

A1

砥
川

橋長=27600

桁長=27500

A2

補修箇所

A1-G1

補修箇所

A1-G2

補修箇所

A1-G3

補修箇所

A2-G1

補修箇所

A2-G2

補修箇所

A2-G3

補修箇所

A2-G4

沓座モルタル補修工・位置図

宮坂 北澤 西村 野村

実 施 図

令和3年度 社会資本整備総合交付金事業
注連掛橋橋梁補修工事



側 面 図

下流側部

A1橋台

正 面 図 側 面 図

上流側部

平 面 図
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00

5720

砥川

凡例

ひび割れ

断面欠損

鉄筋露出

ひび割れ

遊離石灰

W幅-L長さ-D深さ

W幅×L長さ

開口なし

補修跡

腐食

変形

豆板（ｼﾞｬﾝｶ）

現場試験

漏水

うき

ｺﾝｸﾘｰﾄの表面劣化

その他の損傷

下部工補修工図(1)

注連掛橋 S=1:50

③-1断面欠損350×300×70

19
9
0(

2
0
50

)

表面保護工（表面含浸工法）

（使用材料：無機質セメント結晶生成系）

⑧-1 A1橋台(正面) (1.55×5.72)+(2.05×5.72) 20.59

施工量

A(㎡)
部 位 計 算 式

延べ施工量 = 27.95

合 計 27.95

1.68

4.00

0.70×1.99+0.37×1.55/2

⑧-4 A1橋台(橋座上面)

⑧-2 A1橋台(上流側側面)

⑧-3 A1橋台(下流側側面)

0.7×5.72

⑧-1表面保護工

A=20.59m2

⑧-3表面保護工

A=1.70m2

⑧-4表面保護工

A=4.00m2

延べ施工量 = 0.007 m

合 計
3

0.007

③-1 350 300 70 0.007

幅

断面修復工（PCM左官工法）

（使用材料：ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）

W(mm)

長さ

L(mm)

深さ

D(mm)
No. 損傷種別

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理：無

施工量

V(m )
3

断面欠損

:ひび割れ補修工（低圧注入工法）

:断面修復工（PCM左官工法）

:ひび割れ補修工（充てん工法）

①

②

③

:断面修復工（PCM吹付工法）④

:付着物除去工（下地処理）⑦

:モルタル充填工法⑥

:断面修復工（コンクリート打設）⑤

:表面保護工（無機質セメント結晶生成材）⑧

:橋面防水工（無機質セメント結晶生成材）⑨

:塗替え塗装工（RC-Ⅲ塗装系）⑩

補 修 工 凡 例

① - 1

管理番号

⑧-2表面保護工

A=1.70m2

下部工補修工図(1)
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長
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長
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下諏訪町東町上
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S=1:50

注連掛橋一級河川 砥川
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1.680.70×1.99+0.37×1.55/2

宮坂 北澤 西村 野村

実 施 図

令和3年度 社会資本整備総合交付金事業
注連掛橋橋梁補修工事



側 面 図

上流側部

A2橋台

正 面 図 側 面 図

下流側部

平 面 図

700 390

8
0
0

74
0

1
5
40

8
0
0

74
0

1
5
40

1
5
40

1
5
40

700390

28005700
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砥川

凡例

ひび割れ

断面欠損

鉄筋露出

ひび割れ

遊離石灰

W幅-L長さ-D深さ

W幅×L長さ

開口なし

補修跡

腐食

変形

豆板（ｼﾞｬﾝｶ）

現場試験

漏水

うき

ｺﾝｸﾘｰﾄの表面劣化

その他の損傷

下部工補修工図(2)

注連掛橋 S=1:50

②-1ひびわれ1.3×5000×10

①-1ひびわれ0.5×1000×10

②-2ひびわれ1.3×550×10

①-2ひびわれ0.5×900×10

表面保護工（表面含浸工法）

（使用材料：無機質セメント結晶生成系）

⑧-1 A1橋台(正面) (1.54×5.70)+(0.8×2.8)+(2.02×5.70) 22.53

施工量

A(㎡)
部 位 計 算 式

延べ施工量 = 32.34

合 計 32.34

1.67

5.95

0.70×1.96+0.39×1.54/2

⑧-4 A1橋台(橋座上面)

⑧-2 A1橋台(上流側側面)

2.190.70×1.96+0.39×1.54/2+0.70×0.74⑧-3 A1橋台(下流側側面)

0.7×8.50

19
6
0
(2

0
20

)

⑧-1表面保護工⑧-2表面保護工 ⑧-3表面保護工

⑧-4表面保護工

A=5.95m2^;

幅

①-1 0.5 1000 10 5.00

W (mm)

長さ

L (mm)

深さ

D (mm)

注入量

V (ml)

重量(V×比重)

w' (g)

5.75

開口ひびわれ注入量

No. 注入器の数

@ 250

注入器1本当り

使用量 (g)

(ロス率含む)

注入材使用量

w (g)

(ロス率含む)

1.66

ひび割れ補修工（低圧注入工法）
（使用材料：エポキシ樹脂系注入材） エポキシ樹脂比重＝ 1.15 とする

注入材ロス率＝ 1.15 とする

延べ施工量 = 1.90 m

注入材使用量 = 12.60 g = 0.0126 kg

シール材 = 193.8 g = 0.194 kg

低圧注入器具 = 8 個

合 計 1.90

4

10.93

幅30mm× 厚2mm× 施工延長 1.90m ×比重 1.7 =

m 8

6.64

12.60

幅

575.00

W (mm)

長さ

L (mm)

深さ

D (mm)

重量(V×比重)

w' (g)

782.00

開口ひびわれ 充てん材使用量

w (g)

(ロス率含む)

延べ施工量 = 5.55 m

充てん材使用量 = 1041.62 g = 1.042 kg

合 計 5.55 1041.62

938.40

868.02m

ひび割れ補修工（充てん工法）
（使用材料：可とう性エポキシ樹脂） エポキシ樹脂比重＝ 1.36 とする

充てん材ロス率＝ 1.20 とする

※ ひび割れのUカット断面は、 A= 115 mm2（平均）とする

充てん量

V (ml)

(A×L)No.

②-1 1.30 5000 10

②-2 63.25 86.02 103.221.30 550 10

:ひび割れ補修工（低圧注入工法）

:断面修復工（PCM左官工法）

:ひび割れ補修工（充てん工法）

①

②

③

:断面修復工（PCM吹付工法）④

:付着物除去工（下地処理）⑦

:モルタル充填工法⑥

:断面修復工（コンクリート打設）⑤

:表面保護工（無機質セメント結晶生成材）⑧

:橋面防水工（無機質セメント結晶生成材）⑨

:塗替え塗装工（RC-Ⅲ塗装系）⑩

補 修 工 凡 例

① - 1

管理番号

①-2 0.5 900 10 4.50 5.18 1.494 5.96

下部工補修工図(2)
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長
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長
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S=1:50
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実 施 図
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取り付けパイプ

ゴム加圧式注入器具

エポキシ樹脂系シール材
ひび割れ（エポキシ樹脂系注入材充填）

ひび割れ注入工標準図

（注）施工間隔は＠250とすること。

参考図

断面修復工

プライマー

ポリマーセメントモルタル

2.端部はフェザーエッジにならないようにカッター目地により既設部と接触面を10mm以上確保すること。

（注）1.断面欠損部周辺の脆弱なコンクリートははつり除去を行うこと。

3.断面欠損部に露出鉄筋がある場合には、鉄筋に下地処理後防錆処理を施すこと。

また、鉄筋に腐食がみられる場合は、錆を落とし防錆処理を施すること。

断面修復工標準図

PCM左官工法

ひび割れ（エポキシ樹脂系注入材充填）

ひび割れ充填工標準図

10
m
m

10～15mm

参考図

(セメント結晶生成系)

表面保護工(表面含浸工法)標準図

参考図

補修工構造図

(鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理：無)

③リバコン・リキッド塗布工 塗布量100g/㎡(原液)

②リバコン・コンディショナー塗布工 塗布量100g/㎡（20倍希釈）

①下地処理工

④リバコン・エイド塗布工 塗布量100g/㎡(原液)

※施工はNETIS KT-090067-V同等品以上とする。
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令和3年度 社会資本整備総合交付金事業
注連掛橋橋梁補修工事
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吊足場設置工

排水装置取替工

防護柵塗替え塗装工

床版下面塗替え塗装工

桁塗替え塗装工

支承塗替え塗装工

(上部工) (下部工)

準備工

施工フロー

A1･A2橋台補修工

伸縮装置設置工

橋面舗装工

橋面防水工

後片付け

橋面舗装撤去工

吊足場撤去工

地覆補修工

足場工鋼橋補修用(TYPE-A1),上流側地覆補修用(TYPE-E)=27500

足場工鋼橋補修用(TYPE-A1),上流側地覆補修用(TYPE-E)=27500

21510

足場工下流側地覆補修用(TYPE-E)=27930

注連掛橋

施工要領図(参考図)
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橋梁形式
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90°
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斜角
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使用材料

1径間単純鋼床版鋼板桁橋

上部工

下部工

鋼H桁

重力式橋台

断 面 図 S=1:100側 面 図 S=1:200

橋梁一般図(参考図)
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